11.相約在夜晚

日文翻譯完成版：
待ち合わせは夜にして
九份で、もうひとつの夜を泊まっていたのは、夕日の頃になると、灯篭が一つの後にまた
一つの灯篭が相次いで灯られていて、灯火の光も、真っ黒な空模様の下で目立たせていた様子が見えて来て、そんな賑やかな雰囲気の中に、また、幾分の古びている古意が漂わせている夜景のために私が居残した訳です。
かって台湾のあるコーヒー広告の一部分を見たことがあって、青山に囲まれている九份と古い道路の道中で、絶えず巡って捲くったり、探したり、歌ったりをして、まるですでに失った歳月の隙間から、かって輝かしいだった一時の思い出を捜し求めていたような感じです。あるいは、この広告に影響されたせいであろうか、たとえ自分が九份という処へ行ったことがなかったとは言え、ずっとこのところが好きです。天気が良いか、悪いか別にして、人ごみの多少にも拘わらず、この九份でちょっと佇んで見ただけでも、一種の特別的な雰囲気が漂わせていることを気づく筈です。
昼間には、大きなものとか、小さなものなど上から下までの赤い煉瓦が敷かれている道に頻繁に往来していて、まるで自分の考えていることさえも、深く突っ込んで迷宮の中にずっと迷い込んだことに彷彿していた。偶には見失っていた記憶の片隅の一角に子供頃だったの飴屋の中に丸々の形をして、甘みがあり、なお透明的な外観をしていた黄金色の蜜柑の飴と同じ様に純粋で、かつ美しい思い出が蘇らせたような感じだったのです。

九份の茶屋の中に入るのも、また、別の一種の趣があり、茶屋の中に漂って入ったのは、
芳醇たる茶の香りであり、茶香は濃厚な香りだったなのに飽きないほどの上品さが味噌です。こうした奥行き深い茶屋文化に伴われて、ここで一口でお茶を飲めば、まるで九份全体の濃厚たる人文の気息と人情味を一気に飲み干した感じだったのように彷彿していた。

友達とひと壺のお茶を煎じていた時に、まるで時間の流れの速度さえも、全体的に緩やかになって来ていた感じに彷彿していた。こうしたのんびりとした時空間において、事細かなのは、私達の自分の気持ちを見たことがあったように、まるでひと壺またひと壺の茶香の中にあった茶葉の深い紋様を撫でて上げるように落ち着きが取り戻せるようになり、そして、基隆山の山頂に毎年の春雨が思われて、年を取った農民が勤勉に働きをしていた様子なども、なにもかも、このひと壺またひと壺の茶湯の中に淡く漂っている茶香の中に凝縮されていたようだったのです。

黄昏の頃まで辿りについた時に、通常では私と同じように外地から来た観光客が次第に散っていく時にもなり、この時こそ、一方で石階段の階段の数を数えながら、階段に沿って、阿妹茶屋へ向かって歩いて行くことに最適です。また、それと同時に灯篭が灯られて明かりが相次いで出て来た美景を観賞しながら、左側には、段々に火炎のように変わって行く夕日がひっそりとしていた海水の水面に落ち込んで行く画面をも楽しめられます。
美しいことのほかにさらに聊かの夢のように幻の風采が増して、夕日は海の水面に落下する様子がまるで人間の心臓が動悸することと同じような周波数を持っていることと彷彿していたし、緩やかにひっそりとしていた。また、たちまち消え去って行くように、一瞬の間に空を全部に敷き詰めた多彩な雲霞を深い暗黒の大空に変わることができます。料理の香りは、次第に漂わせて来て、これは、また一つ盛大な宴会の始まりだったことを貴方様はご存知ですか、
気の向くままに歩いて二階建ての茶屋の後方の二階を越えて行くお客様は、即ちここに泊まったことに慣れた民宿のお客様です。すでに民宿の女将さんと約束をして、本日は最も本場の料理を味わうことで、旬に乗る夏の食材を用いて、大部分は、さわやかな山の野菜と桐の花の香気に付けて、なお中庭の中に香ばしい花の香りに合わせると、きっと口にいっぱいの清涼感が満喫される筈です。

夜の庭の中へ歩いていて、いっぱいの家の灯の明りが点滅していたことが見えて、急いでカメラを支える脚の柱を架設して、眼中に、この美しい夜景の一時の映像をこのブラックボックスの中に吸い込ませようと準備を手掛けていた。一連の連続した動作や、角度を調整し、アイリス、シャッター時間を設定していた。この夜景は、幾らか撮影しても、飽きませんし、何度も一段中止にして、静かにタバコを吸ってから、再び角度を変えて撮影していた。夜に静かな町の街頭には、次第に何匹かのよく知っていた犬の吠える声が聞こえて来ました。いつの間にか、すでに深夜を過ぎて、寝つくべきの時です。

翌日も朝早く起きていた、さわやかな空気の中で光に向かって次第に昇って来た旭日に黒いカードを振らせて、ひさしが九份という美しい地方に与えた暖かい視線のすべてを写真の中に組み入れようとしていた。但し、たとえ旭日が美しいとは言え、私がやっはり、九份の夜景が最も愛しています。お互いに待ち合わせの約束をして、一回また一回の夜にこの九份という地方に来ることを願って堪りません。
中文原稿版：
相約在夜晚
在九份多留宿一個晚上，為的就是那篇到了黃昏時分，燈籠一個接著一個亮起之後，襯著漆黑的天色裡面，那種熱熱鬧鬧中又帶著幾分古意的夜景。
曾經看過台灣某個咖啡的廣告片段，在青山圍繞的九份和古道中，不斷的環繞著、尋找著，唱著歌，就像是在已經失去的時光縫隙中尋找曾經光輝的時光一樣，或許是受到這個廣告的影響吧，雖然沒去過九份但一直很喜愛這個的方。不管是天氣好壞、人潮多寡，待在這個地方的的時候總有著一種特別不一樣的氛圍。白天穿梭在大大小小、上上下下的紅磚瓦路的時候，彷彿連思緒也深入到迷宮裡面跟著一起迷路了一樣，偶爾在迷失的記憶角落裡面，會拾起像兒時柑仔店裡面吃到的圓圓、甜甜、而又透明的金柑糖一樣，純粹而又美麗的回憶。
而走進九份的茶樓裡面又是另外一種的趣味，茶樓裡面飄進的是濃醇而不膩的茶香，伴著深厚的底蘊，彷彿一口喝盡了整個九份濃濃的人文氣息和人情味一樣。和朋友點一壺茶漫漫的沏著的時候，彷彿連時間的流速也整個跟著變緩、變慢了一樣，可以細細的看過我們的心緒，如撫平一壺壺茶香裡茶葉深深的紋路，整個基隆山頭每年的春雨，老農的辛勤工作都凝聚在這一壺又一壺淡淡飄香的茶湯當中。
到了黃昏時分，通常也是跟我一樣來自外地的觀光客正要逐漸散去的時候，這時候很適合一邊屬著台階，一面慢慢的延著台階往阿妹茶樓的地方走去。一面看著燈籠被點起的明亮，左手邊是漸漸轉成火焰般的夕陽朝著沉靜的海水落下的畫面。除了美麗之外更平添一點夢幻的風采，夕陽的落下彷彿帶著心跳一樣的頻率，緩慢、沉靜而又倏忽即逝，一瞬間就能讓佈滿天空的多彩雲霞轉為深沉黑暗的天幕。飯菜香逐漸飄來，你知道這又是一個盛宴的開始。
信步越過茶樓後方的二樓，就是習慣住宿的民宿。和民宿的老闆娘約好今天吃的是最道地的料理，以當季的夏天食材入菜，大部分是清爽的山菜配上油桐花的香氣，配著院子裡面的薰香，吃起來是滿嘴的清涼。夜裡往庭院中走去，看得到滿家燈火明明滅滅的亮著，連忙架好相機的腳架，準備把眼裡見到這美麗的一刻默默的收進這影像的黑盒子當中。一系列連續的動作，調整角度、光圈、快門時間，這夜景是怎麼拍攝都拍不膩的，有好幾次也是停下來靜靜點了菸，休息一下再換個角度拍攝。晚上寧靜的巷弄中漸漸的傳來幾聲熟悉的狗鳴，不知不覺已經過了深夜，該是入睡的時候了。
隔天也起了個大早，涼爽的空氣中，逆著光對著逐漸升起的朝陽搖著黑卡，要把陽光的對九份這美麗的地方，每一分關愛的視線都納入相片之中。只是朝陽雖然美，我還是最愛九份的夜景，願意相約一次又一次的夜晚來到這個地方。
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